
PL車60の使用手順
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PLS 60は、冷保■が,700gまで使用できます。(冷環工が1790gのA/0シ ステムにPL予60 1本/6怖|

の割合で使用します。)例 えは 500gの冷蝶■のエアヨンサイクルであれば 6飾 |■1700g=0035

0035x500宮‐17軸 |とぃうことで1台当り,75mの PLS‐60を使用します。

但しま八の隊 必要工より少ないと踊れが上さらないIB合お`ありますので若千多めに注入して下さい。

残つたIH革60は保管が可能ですので他のエアコンサイクルに使用でをます。

エアヨンシステム内に,ロンガスがあるIB合よ、回収出中で回収し、冷順おtエアコンシステムに無い

な機にして下さい。

軋予60で滑れを止めることがで書るサイズであるか、使用する前に次の手思を必す行ってください。

エンジンとエアコンをOFFに し、工空ボンブを用いて 5分 問え空引きを47つてください。
5分阿の間に'― ジマニホールドの目盛ツポ 6釘mレ 性 におしないる合は →  掃 れが大き
すぎるためPLS 60で君れを止めることはできません。本品をlR用しないて下さい。
グージマニホールドの目盛りが635両/性 に出したら、■望ポンフを止めて5分□待ちます。
5分後タージマニホールドの目盛けが 50Snm/H8以上を保持していないJB合は―漏れホ大き
すどるためPL「61で君れを止めることいできません。本品を使用しないて下さい。

※ 但し、おれのよ態によっては上ヨ強■を,"7していてもヨれnt4Lまらない埼合atあります。
上回は目安であり、保にするものではありません。

4 3 の 手順でヨれ止め可能サイズであることが,8て きたら A/Cシ ステムにフロンガスを斉充塩

にして下さい。1700gの冷鉄■に対してPL"Oi月 V側 h'を使用しますので 使 用するエアコンの冷

媒■を使日し お ■を注入する率体をして下さい。但し ,に よってよガスを済発岐にするとRS 60

の溝純が差入しにくい48合があります。その4合 には 先にPL聞 0の溜剤を注入してからガスの売壇

を行つてください。

5 乱 車的の注人作集手日は PL蘭 は1」定入轡セットを使用したjB合の手日となります。

比や的K!」を購入されていなし嶋 合は、ヨンブレッサオイルの注人手ほと問様と考えてください。

そのj8合には、カーデー方―のサービスマニュアルに従つて差入脩典を行つてください。

6 注 入善のふたを回しながら写真のよう1■取外します.

7 取 り外したふたのホースの先に、エアーパージ用アダブタを取り付けます。
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3 注 入器のビストンハンドルを反時llいつ|ましYt口すと注入母内部のピストンが下がり、L章 60のL14

が入るスペースができます。
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9 コS60を 国のようにと入器内に全部160m入 れ PI1 60の 積がこぼれない壊に注意しながら ネ た

を確実に閉めて下さい
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申差み母を確にし、ビストン ンヽドルを●酎方向にゆつくり回します。
様々にビストンatRれ止めれを押し上げ コ■■め対がエアー′← ジ用アダプタの口金の内個に肇み

出てきたらエア‐ ―ヽジは完了です。
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エアー′く―ジ用アダプタを取外し、ホースの先増の口金の内Illに発み出ている漏4L■め剤を、ウエス

等ではを取って下さい。

卜12のIB合は、そのままエアヨンサイクルのにEBサ ービスポートに接壊します。卜134aの増合は

下辺のように卜1343用クイックカプラをホース先増に取り付けて下さい。
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